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為ヶ谷 秀一為ヶ谷 秀一

はじめに

　52回目を迎えた InterBEE（国際放送機
器展） は、11月16日（水）～18日（金）
の3日間、千葉市・幕張メッセで開催された。
　2020 年東京オリンピック・パラリ
ンピックまで、あと4年を切った今年の
InterBEEは、最新技術を紹介する機器展示
会場と共に、映像や音響シンポジュウムな
どを始めとして、最先端技術やコンテンツ
制作の動向に関する講演、シンポジュウム、
パネルディスカッションなども、多様に広
がる領域からの情報発信が、それぞれの分
野から行われる様になった。
　今年の InterBEEは、大きく次のような
構成となっている。
・ 機器展示会場（幕張メッセ　2～8ホー
ル　昨年より1ホール拡張）
・ InterBEE EXPERIENCE（SRスピーカ
ー体験デモ：イベントホール）
・ InterBEE CONNECTED（ICT環境とメ
ディアコミュニケーション）
・ InterBEE IGNITION（ 先進映像技術、
VR・ARなど新しいメディア表現技術）
・ InterBEE CREATIVE（コンテンツ制作
に関するプレゼンテイション）
・ InterBEE FORUM（基調講演、特別講
演、招待講演、映像・音響シンポジュウ
ム：映像・音響チュートリアルセッション：
国際会議場）
　InterBEEでは、数年前より IT、通信ネ
ットワーク、サイネージ、ライブイベント
など、技術の進化と共に大きく広がったメ
ディア領域に幅広く対応した機器やシステ
ムの機器展示と共に、講演等による情報発
信においても積極的な取り組みを進め、そ
の内容を充実させて来ている。
　ここでは、「InterBEE FORUMにおける
基調講演および映像シンポジウムの講演を
中心に、InterBEE 2016の概要をレポー
トする。

InterBEE2016
全体概要および InterBEE Forum
InterBEE2016
全体概要および InterBEE Forum

オープニングセレモニー

出展社 1,090 社・団体

InterBEE2016の全体状況

　今年は、期間中の好天にも恵まれ、過去
最多の参加者、出展社を記録した。
・ 登録参加者38,047名（内海外からの参
加者794名）6％増
・ 出展社1,090社・団体（内海外からの参
加、34ヶ国593社）9％増
・出展小間数1,926小間　8％増
　何れも、昨年の数字より増えており、
2020年オリンピックを4年後に控えて、
関連する業界での InterBEEに対する関心
の高まりを表していると言える。
　オープニングセレモニーでは、総務省、
経済産業省をはじめ、米国大使館、欧州の
IABM（国際放送機器工業会）、ブラジルの
SETI（テレビ技術協会）などからの来賓
によりテープカットが行われた。会場入り
口正面には、昨年と同じくスカパーJSAT
による4k試験放送によるHDR映像と、
NHKによるBS試験放送を受信した8K
スーパーハイビジョン映像が、大型ディス
プレイにより展示上映された。
 
　機器展示会場は、今年のNABでの動向
に呼応した4Kおよび8KなどUHDTV関
連や IP化に向けた最新の機器やシステムの
展示が多くのブースで行われていた。
　NAB Show 2016で注目されていたの
は、次世代デジタルテレビ（ATSC3.0）、
ドローン（Drones）やヴァーチャルリア
リティ（VR）・オーグメンテッドリアリテ
ィ（AR）などの新しい技術分野の拡がり
であった。そして、次世代映像としての
「4K・8K」システムや高精細映像の画質を
飛躍的に向上させるハイダイナミックレン
ジ（HDR）、ハイフレームレート（HFR）、
広色域（WCG）などの新しい機能拡張への
取り組みである。更にシステム・インター
フェイスのSDI（Serial digital interface）
からIP（ Internet Protocol ）へ移行の動き、

ハードウエアからソフトウエアシステム
（SDN：Software-Defined Networking）
へのシステムデザインの変革など、それぞ
れが提起するテーマに対応した機器展示や
コンファレンスでの議論が展開されていた。
今年の InterBEEでは、これらの動向を反
映する動きとして、IPシステムの開発を進
める企業や団体が一堂に会して、各社それ
ぞれのシステムをプレゼンテイションする
特別講演が行われた。相互のディスカッシ
ョンが進むことで、標準化に向かう取り組
みが加速されることが期待される。

InterBEE FORUM

　 今 年 は、 タ イ ト ル を「InterBEE 
FORUM」として、国際会議場で行われる
コンファレンスの内容を拡充している。
「InterBEE FORUM」における講演やシン
ポジウムのタイトルを示す。
【基調講演1】
 「4K・8Kロードマップ進捗と展望」
1・放送政策の動向と展望（総務省）
2・スーパーハイビジョン試験放送と東京
五輪に向けての展望（日本放送協会）
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3・当社の4K放送取り組みについて（ス
カパーJSAT株式会社）
【基調講演2】
「リオ五輪中継を振り返り、2020年を考
える。」
1. リオ2016: Globoが自社史上最大規模
のスポーツ中継を実現 (TV Globo)
2. リオ・オリンピック SHVコンテンツ制
作を振り返る (NHK)

【特別講演1】
「災害多発期を迎えた国土に対する行政の取
り組みと放送・メディアへの期待」　
【特別講演2】
「世界初！ IP伝送ライブ制作技術サミット：
IPライブ伝送提案の各方式と今後の展開」
【招待講演】
　欧州 IABM、マイクロソフト、アマゾン、
アメリカ大使館商務部、オラクル・デジタ
ルメディア・ソリューションなど、海外か
ら参加したエキスパートによる講演
【シンポジウム】
＜映像シンポジウム＞
「進化する4K・8K映像コンテンツへの挑
戦」
＜音響シンポジウム＞
「音声修復（レストアリング）の技術と応用」
＜映像・音響チュートリアルセッション＞
【InterBEE CONNECTED基調講演】
「日本における「DAZN」の市場展開と今後
のビジネス展望」
【InterBEE IGNITION基調講演】
「Outlook 2020」
【InterBEE CREATIVE基調講演】

ジョセ・マヌエル・マリノ 氏 (TV Globo)

東 嘉和 氏 (NHK)

 “Asia Super Session”「MADE IN 
JAPANの底力」

【基調講演】

　ここでは、「基調講演1」および「映像シ
ンポジウム」での講演要旨を中心にレポー
トする。
＜基調講演1＞
　「4K・8Kロードマップ 進捗と展望」
　次世代放送システムとして「4K・8K」放
送の試験放送、実用放送が2020年オリン
ピック・パラリンピックを目指して推進され
ている現状と、今後の放送事業をどの様に展
開しようしているのか、次の各氏からそれぞ
れの取り組みについて講演が行われた。
　既に、今年8月1日にはNHKにより、
4K・8K・UHDTV（スーパーハイビジョン）
によるBS試験放送が始まっており、ブラ
ジル・リオデジャネイロのオリンピック・
パラリンピックの中継放送を始め、多彩な
8Kスーパーハイビジョン番組が、全国各
地でパブリックビューイングなどを通して
視聴者が体感できるような取り組みが行わ
れている。更に、今年12月1日には、放
送局や電機メーカーで作る業界団体「放送
サービス高度化推進協会（A-PAB）」により、
同じBSチャンネルによる4K/8K試験放
送も開始された。

　ここでは、それぞれの講演の要旨を紹介
する。
1・放送政策の動向と展望
　吉田 眞人 氏（総務省 大臣官房審議官）
2015年 7月にまとめられた「4K・8K
推進のためのロードマップ」に沿って、計
画は順調に推移している、と現状を紹介す
る共に、幾つかの検討課題について次のよ
うに述べている。
○ 新しい放送システムの導入に対しては、
三つの重要な要素があり、これらがバラ
ンスよく進展して行く必要がある。その
要素とは、「コンテンツ」と「送信設備」
そして「受信機」である。「4K・8K」の
普及においては、これらがバランスよく
進展して行かなければならない。
　大きな課題は、新しく衛星放送の電波の
　 偏波面を、現状の右旋とは違って、左旋

の電波を使用し、「4K・8K」のチャンネ
ル増を図ることになっていることである。
現在、左旋の放送を視聴者が受信できる
環境は全く無い状態であり、この三つの
要素がバランスよく循環して進行するた
めに、夫々の事業体の連携推進を積極的
に推進して行く。
○  4K・8KのBS実用放送に向けたスケジ
ュールは、現在既にハード面（衛星基幹
放送局）に予備免許が出されており、ソ
フト面（認定基幹放送事業者）の公募申
請が受け付けられ、遅くても2017年2
月までにはソフト面での事業者が決まる
予定である。

○ 一方、「4K・8K」放送は、単に画素の数
が多くなると言うだけではない。広色域、
HFR、HDRなど、新しい機能の積極的
な活用が重要であり、医療分野への応用
など放送以外への活用も重要なテーマと
なっている。
　 特に、映像のダイナミックレンジを拡大
するHDR技術の導入も重要であり、現
在HLG方式 (NHK、BBCの提案 )、PQ
方式（ドルビー社の提案）などが提案さ
れており、省令では両方式を採用し、夫々
のコンテンツ・サービスに適応した方式
を選択して、積極的な活用が図れるよう
になっている。
○ 行政上、最も重要なこととして、地上デ
ジタルは基幹メディア・インフラとして
今後も継続的に放送が続けられて行くが、
「4K・8K」放送については、より良い画質・
音質で放送を楽しみたい視聴者が、自由
に選択できるメディアであることや、受
信設備の選択にはいろいろな状況があり、
視聴者に対する正しい情報の提供をして
行かなければならない。
○ 更に、限られた電波の利用だけではなく、
最終的には視聴者により良いコンテンツ
を届けるためのシステムとして、「4K・

吉田 眞人 氏
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に推進して行く。
○  4K・8KのBS実用放送に向けたスケジ
ュールは、現在既にハード面（衛星基幹
放送局）に予備免許が出されており、ソ
フト面（認定基幹放送事業者）の公募申
請が受け付けられ、遅くても2017年2
月までにはソフト面での事業者が決まる
予定である。

○ 一方、「4K・8K」放送は、単に画素の数
が多くなると言うだけではない。広色域、
HFR、HDRなど、新しい機能の積極的
な活用が重要であり、医療分野への応用
など放送以外への活用も重要なテーマと
なっている。
　 特に、映像のダイナミックレンジを拡大
するHDR技術の導入も重要であり、現
在HLG方式 (NHK、BBCの提案 )、PQ
方式（ドルビー社の提案）などが提案さ
れており、省令では両方式を採用し、夫々
のコンテンツ・サービスに適応した方式
を選択して、積極的な活用が図れるよう
になっている。
○ 行政上、最も重要なこととして、地上デ
ジタルは基幹メディア・インフラとして
今後も継続的に放送が続けられて行くが、
「4K・8K」放送については、より良い画質・
音質で放送を楽しみたい視聴者が、自由
に選択できるメディアであることや、受
信設備の選択にはいろいろな状況があり、
視聴者に対する正しい情報の提供をして
行かなければならない。
○ 更に、限られた電波の利用だけではなく、
最終的には視聴者により良いコンテンツ
を届けるためのシステムとして、「4K・

吉田 眞人 氏
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8K」の地上放送の実現に向けた研究、検
討も始めており、また、通信ネットワー
クの活用も視野に入れた検討を進めて行
くこととしている。
 2・ スーパーハイビジョン試験放送と東京

五輪に向けての展望
春口 篤 氏（日本放送協会 技術局長・副技
師長）
　NHKが進めている8Kスーパーハイビ
ジョンの現状と、今後の取り組みについて
次のように述べた。
○  NHKは、1995年頃より8Kスーパー
ハイビジョンの研究を始めて来ていた。
その後シネマのデジタル化が進む中で進
化してきた4Kシステムが、放送の領域
でも活用されるようになってきた。また、
市場にも4Kディスプレイが普及を始め
て来ている状況の中で、「4K・8K」は、
スーパーハイビジョンのファミリーとし
て、双方とも積極的に取り組むことにし
ている。

○  NHKは、現在「4K・8K」の試験放送
を右旋のBS-17CHを使用して今年8
月1日より開始している。また、NHK、
民間放送等が参加する「放送サービス高
度化推進協会（A―PAB）」も、12月1
日よりBS右旋での試験放送を開始して
いる。

　 NHKは、来年2017年に打ち上げられ
る予定のBSAT-4aの BS衛星を利用し
て、左旋で8Kを 1ch、BS右旋で4K
を2chで放送する計画を申請している。
○  8Kスーパーハイビジョン用設備の整備
も順次されて来ており、中継車、編集シ
ステム、送出設備、送信設備などは完成
し運用を始めているが、今後局外伝送設
備、局内スタジオ、アーカイブ等の設備
も整備して行く計画である。

　 特に、アーカイブの問題は重要で、大容
量データの記録の方法や、現行のハイビ

春口 篤 氏

ジョン番組の保存との関係等、検討しな
ければならない課題も大きいと考えてい
る。
○ コンテンツ制作の面においては、8Kの
高精細度映像、高音質を活かしたコンテ
ンツの制作に注力しており、最近ルーブ
ル美術館と共同制作した「ルーブル　永
遠の美」は、HDRによる制作も行われて
いる。
○ 研究開発では、8Kの地上放送に向けた
都市部での実証実験を進める計画や、ケ
ーブルテレビ、そして放送と通信を組み
合わせたMMT（MMT：MPEG Media 
Transport）システムの研究も進めて行
く計画である。
○ リオデジャネイロ・オリンピック・パラ
リンピックの実施状況も報告された。
　 今年の10月には、NHKが国際エミー
賞技術賞を受賞した。2020年に向けて、
世界に誇れる技術開発を進め、日本の実
力を世界に示す努力をして行く。
 
3・当社の4K放送取り組みについて
小牧 次郎 氏（スカパーJSAT株式会社　
取締役 執行役員専務 有料多チャンネル事
業部門長 兼 放送事業本部長）
○ 「4K、HDRは今や普通であり、未来で
はなく現在である。」
○ 映像コンテンツ事業は、大きく「制作」
と「配給」に分けられ。世界中のコンテ
ンツ事業者は、コンテンツの展開におけ
るマネタイズをしっかり考えている。4K
のクオリティを持ったコンテンツは、制
作から視聴者まで、一気通貫でそのクオ
リティを届けなければ意味がない。
　 CMを基盤としている無料放送において
は、CMのクオリティは最も重要なテー
マである。4Kで制作し、そしてディス
プレイの機能に合わせて、それぞれに合
った最高のクオリティを届けることが重

小牧 次郎 氏

要である。
○ スカパーJSATは、既に今年10月から、
4K・HDRの放送を開始している。ドラ
マやスポーツなど、4K番組制作を通し
て、HDRで制作する必要のないコンテン
ツもあることが分かってきた。2017年
春には、「スカパー4K！　総合」チャン
ネルで、4K・HDRと4K・SDRの混合
編成による放送を行う計画である。海外、
特にハリウッドの映画は、4K・HDRで
制作されているものが多くなって来てお
り、これら映画の4K・HDR作品を調達
し、放送する計画である。

【映像シンポジウム】

「進化する4K・8K映像コンテンツへの挑
戦～ハリウッド・日本におけるチャレンジ
～」　
　映像シンポジウムでは、ハリウッド映画
から医療利用まで、「4K・8K」スーパーハ
イビジョン（UHDTV）の特性を生かした
映像活用の新たな展開について、最先端の
現場で活躍しているエキスパートによるプ
レゼンテイションおよびパネル討論が展開
された。
　「シンポジウムの主要なテーマ」
☆  「4K・8K」スーパーハイビジョンの広
色域・超高精細などの空間特性をフルに
生かした映像コンテンツとは。

☆ 「4K・8K」映像は、HDR、HFR など
最新技術による飛躍的なクオリティの進
化をもたらしており、その新しい機能を
取り込んで、映画制作は将来に向けてど
の様に変わって行くのか。
☆ 「4K・8K」映像は、高精細・高輝度映
像表示技術の進化により、従来からのス
クリーンの制約に閉ざされない、立体的
な映像空間をどの様に創り出せるのか。
☆ 「8K」映像は、これからの医療技術の高
度化に貢献すると共に、多様に広がる高
精細映像の活用における基盤技術の構築
にも活かされるのか。
☆ 「8K」映像は、広色域等の空間特性を
生かした超臨場感サービスのために、ス
ポーツ等のライブビューイングに加え、
3DCGやVR技術の活用など、新たな映
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像表現は、どの様なものが期待されるの
か。
　映像シンポジウムでは、最新動向を探る
プレゼンテイションとパネル討論が行われ
た。
　「プレゼンターと講演タイトル」
●ジョン・ダロ（John Daro）氏（ハリウ
ッドのトッププロダクションFotokem社
Senior DI Colorist ）
「Meridianのケーススタディ」
　ハリウッド映画制作現場の最新動向につ
いて基調講演
● 小池宏史氏（株式会社電通CDCプラン
ナー）

「超高精細の空間特性を生かした映像コンテ
ンツ制作」
● 谷岡健吉氏（メディカル・イメージング・
コンソーシアム副理事長）
　「8K映像技術とその医学応用」
● 殿塚功一氏（株式会社 IMAGICA・赤坂
プロデュースグループ）
　 「フィルム制作での蓄積を活かした8K映
像編集プロダクション」

（コーディネイタ）
・為ヶ谷 秀一 氏（女子美術大学）
・ 國重 静司 氏（クリエイティブ テクノロ
ジー・アーキテクト、女子美術大学非常
勤講師）

（シンポジウムにおける講演の要旨）
＜ジョン・ダロ氏＞
○ 米国の撮影監督協会（ASC）技術委員会
委員長を務めるカーティス・クラーク氏
より、次のようなメッセージが映像シン
ポジュウムに寄せられた。
　 「米国の映画製作の現場では、幾つかの新
しい技術開発に対応するための取り組み
を進めている。映画においても、テレビ
においても、現在のHDTVを超えるク
オリティを実現する規格として、広色域

（WCG）と共にハイダイナミックレンジ
（HDR）が適応される様になって来てい
る。「4K・8K」UHDTV向けのコンシュ
ーマーディスプレイにも、WCGやHDR
が対応できるようになってきたことに対
して、コンテンツを供給する映画製作者
側の取り組みが必要になって来ている。
　 アカデミーは、カラーマネージメント
の仕様として、ACESを採用している。
ACES1.0が広く導入される中で、WCG
やHDRに対応を図り、映画の表現領域
を拡げることを追求している。これ等に
対応する上で、ワークフローをしっかり
と構築することが大切である。現在取り
組んでいるNetfl ix のショートフィルム
「Meridian」の制作は、これらの諸課題
を含め、ワークフロー構築に向けたチャ
レンジである。」
○ ダロ氏は、「Meridian のケーススタデ
ィ」と題して、具体的なパイプラインの
構築のためのケーススタディについて
解説をした。そこで、Netfl ix より求め
られていたのは、4K・HDRを使用し、
ACESのプロセスを通して、1945年代
のKodachromeフィルムのグレードと
テクスチャーを実現する事であった。
　 ACES と は、The Academy Color 
Encoding System (ACES) と呼ばれる
フリーでかつデバイスからも独立したオ
ープンなシステムであり、映画やテレビ
のコンテンツ制作において、標準化して
いるカラーマネージメント・システムの
ことである。 
　 このACESの仕組みの中で、4K・HDR
の制作パイプラインの構築のための要素
とプロセスが検討されてきた。このパイ
プラインは、Netfl ix を始め他の映画製作
者から要求される4K・HDRコンテンツ
の制作において、今後必須のプロセスと
なるものと考えられる。

○ コンテンツ制作のDIステージにおける大
事な点として、次の3点を挙げている。
(1) カラーマネージメントに関する打ち合
わせは、出来るだけ早い段階にする。

(2) 高解像度映像は、単にピクセル数が多
いだけでなく、多くの情報が含まれてい
るベター・ピクセルである。このベター・
ピクセルが包含している情報の取り出し
が重要である。

(3) ACESは、コンテンツ制作のパイプラ
インにおいて、クリエイティブな人も技
術者も同じ言葉で会話ができる共通言語
である。

＜小池宏史氏＞
○  8K映像は、高精細で美しい映像である。
この高精細映像を活かす新たな分野を目
指して、多様なコンテンツの開発に取り
組んでいる。映像の持つ「価値」「魅力」「役
割」が、大きく変化しつつある時代だと
認識している。

○ 今までにない新しい体験をもたらす、来
るべき時代に向けたコンテンツを考える。
「視覚的拡張」「聴覚的拡張」「インタラク
ティブの拡張」「リアリティの拡張」など、
ユニークな進化の方向性を示した。
○  8Kは、単に映像美だけではない。それ
以外の映像体験を創り出し、新しい「需
要を喚起するコンテンツ」を目標とする。

 
＜谷岡健吉氏＞
○ 「医療の映像技術は「8K」スーパーハイ
ビジョンの活用に向かって急速、確実に
動き始めた。」「その実用化、普及のため
にはイメージセンサの高感度化等に対す
る更なる技術開発が急務」と提起された。
○  NHK技研の研究成果は、放送以外にも
有用な技術であり、先端的医療分野での
活用にも役立つ研究である。「8K」に対
する国際的な協調も進められており、映

ジョン・ダロ氏 小池宏史氏 谷岡健吉氏
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8K」の地上放送の実現に向けた研究、検
討も始めており、また、通信ネットワー
クの活用も視野に入れた検討を進めて行
くこととしている。
 2・ スーパーハイビジョン試験放送と東京

五輪に向けての展望
春口 篤 氏（日本放送協会 技術局長・副技
師長）
　NHKが進めている8Kスーパーハイビ
ジョンの現状と、今後の取り組みについて
次のように述べた。
○  NHKは、1995年頃より8Kスーパー
ハイビジョンの研究を始めて来ていた。
その後シネマのデジタル化が進む中で進
化してきた4Kシステムが、放送の領域
でも活用されるようになってきた。また、
市場にも4Kディスプレイが普及を始め
て来ている状況の中で、「4K・8K」は、
スーパーハイビジョンのファミリーとし
て、双方とも積極的に取り組むことにし
ている。

○  NHKは、現在「4K・8K」の試験放送
を右旋のBS-17CHを使用して今年8
月1日より開始している。また、NHK、
民間放送等が参加する「放送サービス高
度化推進協会（A―PAB）」も、12月1
日よりBS右旋での試験放送を開始して
いる。

　 NHKは、来年2017年に打ち上げられ
る予定のBSAT-4aの BS衛星を利用し
て、左旋で8Kを 1ch、BS右旋で4K
を2chで放送する計画を申請している。
○  8Kスーパーハイビジョン用設備の整備
も順次されて来ており、中継車、編集シ
ステム、送出設備、送信設備などは完成
し運用を始めているが、今後局外伝送設
備、局内スタジオ、アーカイブ等の設備
も整備して行く計画である。

　 特に、アーカイブの問題は重要で、大容
量データの記録の方法や、現行のハイビ

春口 篤 氏

ジョン番組の保存との関係等、検討しな
ければならない課題も大きいと考えてい
る。
○ コンテンツ制作の面においては、8Kの
高精細度映像、高音質を活かしたコンテ
ンツの制作に注力しており、最近ルーブ
ル美術館と共同制作した「ルーブル　永
遠の美」は、HDRによる制作も行われて
いる。
○ 研究開発では、8Kの地上放送に向けた
都市部での実証実験を進める計画や、ケ
ーブルテレビ、そして放送と通信を組み
合わせたMMT（MMT：MPEG Media 
Transport）システムの研究も進めて行
く計画である。
○ リオデジャネイロ・オリンピック・パラ
リンピックの実施状況も報告された。
　 今年の10月には、NHKが国際エミー
賞技術賞を受賞した。2020年に向けて、
世界に誇れる技術開発を進め、日本の実
力を世界に示す努力をして行く。
 
3・当社の4K放送取り組みについて
小牧 次郎 氏（スカパーJSAT株式会社　
取締役 執行役員専務 有料多チャンネル事
業部門長 兼 放送事業本部長）
○ 「4K、HDRは今や普通であり、未来で
はなく現在である。」
○ 映像コンテンツ事業は、大きく「制作」
と「配給」に分けられ。世界中のコンテ
ンツ事業者は、コンテンツの展開におけ
るマネタイズをしっかり考えている。4K
のクオリティを持ったコンテンツは、制
作から視聴者まで、一気通貫でそのクオ
リティを届けなければ意味がない。
　 CMを基盤としている無料放送において
は、CMのクオリティは最も重要なテー
マである。4Kで制作し、そしてディス
プレイの機能に合わせて、それぞれに合
った最高のクオリティを届けることが重

小牧 次郎 氏

要である。
○ スカパーJSATは、既に今年10月から、
4K・HDRの放送を開始している。ドラ
マやスポーツなど、4K番組制作を通し
て、HDRで制作する必要のないコンテン
ツもあることが分かってきた。2017年
春には、「スカパー4K！　総合」チャン
ネルで、4K・HDRと4K・SDRの混合
編成による放送を行う計画である。海外、
特にハリウッドの映画は、4K・HDRで
制作されているものが多くなって来てお
り、これら映画の4K・HDR作品を調達
し、放送する計画である。

【映像シンポジウム】

「進化する4K・8K映像コンテンツへの挑
戦～ハリウッド・日本におけるチャレンジ
～」　
　映像シンポジウムでは、ハリウッド映画
から医療利用まで、「4K・8K」スーパーハ
イビジョン（UHDTV）の特性を生かした
映像活用の新たな展開について、最先端の
現場で活躍しているエキスパートによるプ
レゼンテイションおよびパネル討論が展開
された。
　「シンポジウムの主要なテーマ」
☆  「4K・8K」スーパーハイビジョンの広
色域・超高精細などの空間特性をフルに
生かした映像コンテンツとは。

☆ 「4K・8K」映像は、HDR、HFR など
最新技術による飛躍的なクオリティの進
化をもたらしており、その新しい機能を
取り込んで、映画制作は将来に向けてど
の様に変わって行くのか。
☆ 「4K・8K」映像は、高精細・高輝度映
像表示技術の進化により、従来からのス
クリーンの制約に閉ざされない、立体的
な映像空間をどの様に創り出せるのか。
☆ 「8K」映像は、これからの医療技術の高
度化に貢献すると共に、多様に広がる高
精細映像の活用における基盤技術の構築
にも活かされるのか。
☆ 「8K」映像は、広色域等の空間特性を
生かした超臨場感サービスのために、ス
ポーツ等のライブビューイングに加え、
3DCGやVR技術の活用など、新たな映
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像表現は、どの様なものが期待されるの
か。
　映像シンポジウムでは、最新動向を探る
プレゼンテイションとパネル討論が行われ
た。
　「プレゼンターと講演タイトル」
●ジョン・ダロ（John Daro）氏（ハリウ
ッドのトッププロダクションFotokem社
Senior DI Colorist ）
「Meridianのケーススタディ」
　ハリウッド映画制作現場の最新動向につ
いて基調講演
● 小池宏史氏（株式会社電通CDCプラン
ナー）

「超高精細の空間特性を生かした映像コンテ
ンツ制作」
● 谷岡健吉氏（メディカル・イメージング・
コンソーシアム副理事長）
　「8K映像技術とその医学応用」
● 殿塚功一氏（株式会社 IMAGICA・赤坂
プロデュースグループ）
　 「フィルム制作での蓄積を活かした8K映
像編集プロダクション」

（コーディネイタ）
・為ヶ谷 秀一 氏（女子美術大学）
・ 國重 静司 氏（クリエイティブ テクノロ
ジー・アーキテクト、女子美術大学非常
勤講師）

（シンポジウムにおける講演の要旨）
＜ジョン・ダロ氏＞
○ 米国の撮影監督協会（ASC）技術委員会
委員長を務めるカーティス・クラーク氏
より、次のようなメッセージが映像シン
ポジュウムに寄せられた。
　 「米国の映画製作の現場では、幾つかの新
しい技術開発に対応するための取り組み
を進めている。映画においても、テレビ
においても、現在のHDTVを超えるク
オリティを実現する規格として、広色域

（WCG）と共にハイダイナミックレンジ
（HDR）が適応される様になって来てい
る。「4K・8K」UHDTV向けのコンシュ
ーマーディスプレイにも、WCGやHDR
が対応できるようになってきたことに対
して、コンテンツを供給する映画製作者
側の取り組みが必要になって来ている。
　 アカデミーは、カラーマネージメント
の仕様として、ACESを採用している。
ACES1.0が広く導入される中で、WCG
やHDRに対応を図り、映画の表現領域
を拡げることを追求している。これ等に
対応する上で、ワークフローをしっかり
と構築することが大切である。現在取り
組んでいるNetfl ix のショートフィルム
「Meridian」の制作は、これらの諸課題
を含め、ワークフロー構築に向けたチャ
レンジである。」
○ ダロ氏は、「Meridian のケーススタデ
ィ」と題して、具体的なパイプラインの
構築のためのケーススタディについて
解説をした。そこで、Netfl ix より求め
られていたのは、4K・HDRを使用し、
ACESのプロセスを通して、1945年代
のKodachromeフィルムのグレードと
テクスチャーを実現する事であった。
　 ACES と は、The Academy Color 
Encoding System (ACES) と呼ばれる
フリーでかつデバイスからも独立したオ
ープンなシステムであり、映画やテレビ
のコンテンツ制作において、標準化して
いるカラーマネージメント・システムの
ことである。 
　 このACESの仕組みの中で、4K・HDR
の制作パイプラインの構築のための要素
とプロセスが検討されてきた。このパイ
プラインは、Netfl ix を始め他の映画製作
者から要求される4K・HDRコンテンツ
の制作において、今後必須のプロセスと
なるものと考えられる。

○ コンテンツ制作のDIステージにおける大
事な点として、次の3点を挙げている。
(1) カラーマネージメントに関する打ち合
わせは、出来るだけ早い段階にする。

(2) 高解像度映像は、単にピクセル数が多
いだけでなく、多くの情報が含まれてい
るベター・ピクセルである。このベター・
ピクセルが包含している情報の取り出し
が重要である。

(3) ACESは、コンテンツ制作のパイプラ
インにおいて、クリエイティブな人も技
術者も同じ言葉で会話ができる共通言語
である。

＜小池宏史氏＞
○  8K映像は、高精細で美しい映像である。
この高精細映像を活かす新たな分野を目
指して、多様なコンテンツの開発に取り
組んでいる。映像の持つ「価値」「魅力」「役
割」が、大きく変化しつつある時代だと
認識している。

○ 今までにない新しい体験をもたらす、来
るべき時代に向けたコンテンツを考える。
「視覚的拡張」「聴覚的拡張」「インタラク
ティブの拡張」「リアリティの拡張」など、
ユニークな進化の方向性を示した。
○  8Kは、単に映像美だけではない。それ
以外の映像体験を創り出し、新しい「需
要を喚起するコンテンツ」を目標とする。

 
＜谷岡健吉氏＞
○ 「医療の映像技術は「8K」スーパーハイ
ビジョンの活用に向かって急速、確実に
動き始めた。」「その実用化、普及のため
にはイメージセンサの高感度化等に対す
る更なる技術開発が急務」と提起された。
○  NHK技研の研究成果は、放送以外にも
有用な技術であり、先端的医療分野での
活用にも役立つ研究である。「8K」に対
する国際的な協調も進められており、映

ジョン・ダロ氏 小池宏史氏 谷岡健吉氏
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像コンテンツ制作などでの「8K」の活
用が進んでいる。一方で、医療の様な特
殊な領域での開発が進むことで、カメラ
の小型化や高感度化に向けた新たな開発
を促すことにもつながる。その技術開発
の成果が、再び放送技術にもフィードバ
ックされてくることにより、放送コンテ
ンツの領域を拡げ、高精細映像の更なる
進化に寄与するものとなることが期待で
きる。

○  既に、内視鏡手術に活用できる「8K」カ
メラは、大きさや重さが大きな課題であ
ったが、目的を先端医療に集中すること
により450gのカメラまで小型化、軽量
化することを実現している。
○ 医療応用での「8K」の活用が期待される
と共に、課題も見えて来た。現在の医療
用8Kカメラを進化させるためには、超
高感度イメージセンサの実現が最大の目
標である。超高感度カメラHARPの原理
を活かした、新たなイメージセンサの開
発に注力している。
○ プラスティック光ファイバーの活用によ
る大容量データ伝送、超低遅延伝送技術
と組み合わせることによる、「8K」映像
システムの遠隔医療への展開も検討され
ている。

＜殿塚功一氏＞
○ ロードマップに沿って「4K・8K」スー
パーハイビジョン放送の試験放送が既に
開始された。「4K・8K」によるコンテ
ンツ制作の分野では、既に多くの撮影機
材が供給されるようになってきた。一方、
コンテンツを完成させるための編集室が
不足していると言われている。IMAGICA
では、フィルム映画制作における技術の
蓄積があり、フィルムのカラーグレーデ
ィングと同じ意識で作業を行える「4K・
8K」HDRによる編集は、IMAGICA の
制作技術力が発揮される仕事と言える。
デジタルシネマ等の4K編集で蓄積され
た実績の上に、8K編集システムを構築
して、「4K・8K」スーパーハイビジョン
放送事業のニーズへの対応を図ると共に、
「4K・8K」による新たな映像活用分野の
開発にも取り組む計画である。
○ 東京渋谷に開設した8K編集室のシステ
ムは、次のような設備でシンプルに構成
されている。

（編集室設備）
・ 8K 編集システム：SAM社のQuantel 
Rio 8K + P2レコーダー
・ 「4K・8K」・HDR（SMPTE2084/
HLG）のコンテンツ編集に対応。
・オーディオ環境 7.1ch
・ 85インチ8Kモニター（SHARP）、4K
モニター 30インチ（SONY） Hideichi Tamegaya

女子美術大学

殿塚功一氏

映像シンポジュウムのパネルディスカッション
左からピーター・オーエン氏、オリンピオ・ジョセ・
フランコ氏、為ヶ谷秀一氏

おわりに

　今年はオリンピックの年であり、リオ・
オリンピックも大きな技術進歩をもたらし
てくれた。2020年、再び東京で開催され
るオリンピック大会が、現在まで蓄積され、
進化してきた日本のテクノロジーを活かし
て、どの様に人々に競技の興奮を伝えるこ
とになるのか、その時の多様化したメディ
アの姿が見えて来た今年の InterBEEであ
った。
　一方で、「4K・8K」スーパーハイビジ
ョンが持つ映像表現の特質を活かす上での
課題も見えて来た。デジタルで制作される
「4K・8K」コンテンツのライフサイクル全
体を通して、効率的にマネージするエコシ
ステムの構築が求められている。また、「4K・
8K」コンテンツは、単なるモア・ピクセル
ではなく、ベター・ピクセルを活かした表
現力を発揮させ、今までとは違うメディア
としての役割を明確にして行かなければな
らない。クリエイティブとテクノロジーの
コラボレーションの更なる強化が不可欠で
ある。

（資料提供）：
一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）
一般社団法人日本エレクトロニクスショー協会
（JESA）


